


　
10
月
21
日
（
金
）・
22
日
（
土
）
の
両
日
、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ

ト
ラ
ス
」
な
ど
の
会
場
に
７
０
０
余
人
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、「
第
17
回 

全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト 

桜
川
市
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
、

福
島
県
の
加
盟
市
町
を
は
じ
め
、
遠
路
よ
り
多
く
の
皆
様
に
桜
川
市
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
た
り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
関
係
者
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２
日
間
に
渡
っ
た
、
サ
ミ
ッ
ト
を
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
17
回 

全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト

全国報徳サミット桜川市大会は、会場のシトラスに総勢 700 余人が参加して
盛大に開催されました。

今サミット開催にあわせ、常陸大和ライオンズクラブの
皆さんから市に、みかげ石の金次郎像が寄贈されました。

中田市長から次期サミット開催地の御殿場市の若林市長
へ金次郎像を引き継ぎました。

大国小 4年生の児童らによる学習発表では、青木堰完成
までの劇が上演されました。

会場内には全国報徳研究市町村協議会に加盟する真岡市
の皆さんから震災被災地の方への励ましの絵手紙が展示
されました。

「歴史に学ぶまちづくり」をテーマに基調講演
をする文芸作家：童門冬二氏

桜
川
市
大
会

全
国
報
徳
研
究
市
町
村
協
議
会
総
会（
写
真

右
）と
交
流
会（
同
左
）の
模
様

青
木
堰
の
木
材
を
使
い
建
立
さ
れ
た
尊
徳
ゆ
か
り

の
寺
「
薬
王
寺
」
の
門
の
前
で
、
地
元
郷
土
史
家

の
舘
野
義
久
氏
か
ら
説
明
を
受
け
る
全
国
報
徳
研

究
市
町
村
協
議
会
加
盟
市
町
の
皆
さ
ん

全国報徳研究市町村協議会加盟の18市町村
（11市・6町・1村）

大
会
の
概
要

10
月
21
日
（
金
）

　
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ

ト
ラ
ス
」
に
参
集
し
た
サ
ミ
ッ
ト

参
加
市
町
関
係
者
（
７
市
２
町
）

に
よ
る
、
市
内
の
尊
徳
史
跡
な
ど

の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
30
人
の
皆
さ
ん

は
、
地
元
郷
土
史
家
の
舘た

て

野の 

義よ
し

久ひ
さ 

氏
か
ら
、
尊
徳
が
旧
青
木
村

に
築
堰
し
た
「
青
木
堰
」
跡
を
は

じ
め
、
薬や

く

王お
う

寺じ

や
当
時
の
青
木
堰

の
絵
図
面
（
青
木
地
区
／
廣ひ

ろ

澤さ
わ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う 

氏
所
蔵
）
な
ど
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
、
江
戸
時
代
末
期
の

尊
徳
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
席
を
移
し
て
行
わ
れ

た
「
全
国
報
徳
研
究
市
町
村
協
議

会
総
会
」
に
は
、
10
市
4
町
か
ら

首
長
・
事
務
局
な
ど
が
出
席
。
大

会
宣
言
や
次
回
開
催
地
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
策
の
提
言
も
な

さ
れ
、
満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
後
の
交
流
会
で
は
、
郷
土

芸
能
の
真
壁
白
井
座
人
形
浄
瑠
璃

や
大
曽
根
加
波
山
囃
子
保
存
会
の

お
囃
子
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
賑

や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加
自

治
体
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
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10
月
22
日
（
土
）

　
サ
ミ
ッ
ト
当
日
は
、
華
や
か
な

「
大
和
む
つ
み
会
」
の
大
正
琴
の

演
奏
と「
劇
団
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
」の

公
演
で
幕
が
開
き
、
サ
ミ
ッ
ト
実

行
委
員
会
会
長
の
中
田
市
長
と
副

会
長
の
相
田
市
議
会
議
長
か
ら
歓

迎
の
こ
と
ば
の
後
、
来
賓
の
方
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
国
・
岩
瀬
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
、
二
宮
尊
徳
に
ま

つ
わ
る
劇
や
研
究
成
果
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本

協
議
会
加
盟
市
町
の
首
長
な
ど
か

ら
、
報
徳
仕
法
を
取
り
入
れ
た
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
事
例
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
文
芸
作
家 

童ど
う

門も
ん

冬ふ
ゆ

ニじ 

氏
を
講

師
に
迎
え
た
基
調
講
演
は
、「
歴

史
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
次
に
、
石
川
教
育
長
か
ら
大
会

宣
言
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
と
し
て
、
二
宮
金
次
郎
の

ブ
ロ
ン
ズ
像
が
次
期
開
催
地
の
静

岡
県
御
殿
場
市 

若わ
か

林
ば
や
し

市
長
へ
手

渡
さ
れ
、
２
日
間
に
渡
っ
た
「
第

17
回 

全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト 

桜
川

市
大
会
」
は
、幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
背
景
写
真
／
１
８
３
３
年
（
天
保
４
年
）
二
宮
尊
徳
が
築
堰
し
た
「
青
木
堰
」
跡
）
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～ 

平
成
23
年
秋
の
叙
勲 

～

　
平
成
23
年
秋
の
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

れ
、
桜
川
市
か
ら
１
人
の
方
が
受
章
の
栄
誉
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
要
職
に
就
き
、
通
算
42
年
を

消
防
一
筋
に
生
き
、
郷
土
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
同
氏
は
郷
土
を
愛
す
る
精
神
と

豊
富
な
体
験
を
活
か
し
、
部
下
団

員
の
統
率
に
努
め
る
と
と
も
に
、

団
員
の
確
保
や
処
遇
改
善
、
消
防

施
設
の
充
実
強
化
に
も
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、「
今
回
の
受
章
は
誠
に

栄
誉
な
こ
と
で
喜
び
に
堪
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
偏
に
、
苦
楽
を
共
に

し
た
同
士
と
皆
様
方
の
ご
指
導
ご

支
援
の
賜
で
あ
り
、
蔭
な
が
ら
支

え
て
く
れ
た
妻
と
共
に
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。」
と
、
受
章
の

喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　
中
井
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
４
月

に
旧
岩
瀬
町
消
防
団
に
身
を
投
じ

て
以
来
、
分
団
長
、
本
部
員
、
副

団
長
な
ど
を
歴
任
し
、
桜
川
市
消

防
団
と
な
っ
て
か
ら
も
副
団
長
な

◆
瑞ず

い

宝ほ

う

単た

ん

光こ

う

章
し
ょ
う

　
中な

か

井い 

良
り
ょ
う

治じ 

さ
ん

　 

元 

桜
川
市
消
防
団
副
団
長

（
65
歳
・
南
飯
田
地
区
）

受
章お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

行 政

情 報
市の動き

　
平
成
23
年
９
月
７
日
開
会
の

第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
、
長な

が

塚つ
か 

直た
だ

之し 

氏
、
口く

ち

町ま
ち 

久
ひ
さ
し 

氏
、

勝か
つ

田た 

愼し
ん 

氏
が
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴

旧
真
壁
町
収
納
課
長
／
同
町
建
設

課
長
／
同
町
税
務
課
長
／
同
町
水

道
課
長
／
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

■
主
な
経
歴

旧
岩
瀬
町
住
民
課
長
／
同
町
税
務

課
長
／
桜
川
市
岩
瀬
支
所
長
／
同

建
設
部
長
／
同
会
計
管
理
者
／
市

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

■
主
な
経
歴

羽
田
区
長

　
本
市
で
は
、
平
成
23
年
10
月
12

日
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
０
０

日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
茨
城
県
交
通
死

亡
事
故
の
抑
止
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
市
町
村
と
し
て
、
茨
城
県

交
通
対
策
協
議
会
の
橋
本
昌
会
長

か
ら
11
月
８
日
、
県
庁
で
交
通
死

亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
の

た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、
連
続
５
０
０
日

の
達
成
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

委　員

長
なが

塚
つか

　直
ただ

之
し

 氏
（真壁町酒寄地区）

委　員

勝
かつ

田
た

　愼
しん

 氏
（羽田地区）

委　員

口
くち

町
まち

　久
ひさし

 氏
（門毛地区）

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
３
氏
が
選
任

300 日間交通死亡事故連続ゼロの表彰状を手
にする中田市長（写真左）と交通担当の市民
生活部 大川部長（写真右）

交
通
死
亡
事
故

連
続
３
０
０
日

ゼ
ロ
達
成
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
の
大
震
災
で
住
宅
が
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
財
団
法
人 

都
道
府
県
会
館
、
日
本
赤
十
字
社
・
共
同
募
金
会
お
よ
び
茨
城
県
・

桜
川
市
か
ら
の
支
援
制
度
に
よ
り
支
援
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、「
り
災
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
請
し
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
先
の
大
震
災
に
よ
り
、
住
宅
が

全
壊
し
た
世
帯
、
大
規
模
半
壊
し

た
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
被
害

の
程
度
に
応
じ
た
基
礎
支
援
金
お

よ
び
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
た

加
算
支
援
金
が
、
財
団
法
人
都
道

府
県
会
館
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
建
物
は
、
住
家
に
限
り
ま
す
。

■
支
援
金
の
額

　
支
給
額
は
、
住
宅
の
被
害
程
度

に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
（
基

礎
支
援
金
）:

下
表
①
と
住
宅
の

再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る
支

援
金
（
加
算
支
援
金
）:

下
表
②

の
支
援
金
の
合
計
額
と
な
り
ま

す
。

（
＊
単
身
世
帯
の
場
合
は
、
各
該

当
金
額
の
３
／
４
の
額
に
な
り
ま

す
。）

　
日
本
赤
十
字
社
・
共
同
募
金
会

お
よ
び
茨
城
県
か
ら
義
援
金
が
配

分
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
被
害
・
支
給
額

・
住
宅
の
全
壊

　
１,
０
４
５,
８
０
８
円
（
日
赤
・

共
同
募
金
会
）
＋
15
万
円
（
茨
城

県
）

�

・
住
宅
の
半
壊

　
５
２
７,
９
０
４
円
（
日
赤
・
共

同
募
金
会
）
＋
７
万
円
（
茨
城
県
）

　
茨
城
県
お
よ
び
桜
川
市
か
ら
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
被
害
・
支
給
額

○
茨
城
県

・
住
宅
の
半
壊
・
・
・
・
３
万
円

※
解
体
す
る
場
合
は
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
桜
川
市

・
住
宅
の
全
壊
・
・
・
・
２
万
円

・
住
宅
の
半
壊
・
・
・
・
１
万
円

支
援
金
な
ど
の
申
請
手
続

　
上
記
の
支
援
制
度
を
受
け
る
場

合
は
、
ま
ず
、｢

り
災
証
明
書｣

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
り
災
証
明
の
申
請
は
、
各
庁
舎

の
総
合
窓
口
課
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
り
災
証
明
の
判
定
結
果
で｢

半

壊｣

以
上
（
住
家
に
限
る
）
の
方

は
、
支
援
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
各
庁
舎
の
担
当
課
窓
口

で
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
各
庁
舎
で
の
担
当
課
・
申
請
先

・
岩
瀬
庁
舎:

社
会
福
祉
課

・
大
和
庁
舎:

都
市
整
備
課

・
真
壁
庁
舎:

総
合
窓
口
課

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
岩

瀬
庁
舎
☎
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
３
１
２
・
２
３
１
５
）・
都

市
整
備
課
（
大
和
庁
舎
☎
58-

５
１
１
１
、
内
線
１
１
６
６
）

＊
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
支
援
金
の
支
給

申
請
期
限:

平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で
（
震
災
後
13
か
月
以
内
）

２

義
援
金
の
配
分

３

茨
城
県
・
桜
川
市
災

害
見
舞
金
制
度
に
よ

る
見
舞
金
の
支
給

住宅の被害程度 全　壊 解　体 長期避難 大規模半壊

支給額 100 万円 100 万円 100 万円 50万円

住宅の再建方法 建設・購入 補　修 賃　借

支給額 200 万円 100 万円 50万円

①住宅の被害程度に応じて支給する支援金（基礎支援金）

②住宅の再建方法に応じて支給する支援金（加算支援金）

東日本大震災に伴う
住宅被害支援制度について
支援金などを受けるには、「り災証明書」が必要です。

り災証明の申請は、お済みですか？



中
学
校
英
語
弁
論
大
会
県
大
会
で

市
内
の
中
学
生
が
熱
弁

岩
瀬
東
中
３
年
の
高
橋
さ
ん

県
空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
勝

「
元
気
な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ
ボ
」

い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
１
１
で
知
事
選
定
に
！

桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
が

関
東
大
会
で
上
位
入
賞

大
和
剣
友
会
が

桜
川
市
ま
か
べ
武
術
道
大
会
で
３
連
覇

全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
県
大
会
で
３

位
の
桜
川
中
の
岩
渕
穂
乃
香
さ
ん
（
写
真
左
）

と
岩
瀬
東
中
の
雨
谷
諒
さ
ん
（
写
真
右
）

県
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学
３
年
生
女
子
・

組
手
の
部
で
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
た
高
橋

悠
伽
さ
ん

作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
風
景
（
真
壁

厚
生
学
園
）
と
右
下
写
真
は
元
気
な
ア
ー
ト

コ
ラ
ボ
ラ
ボ
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

念
願
の
関
東
大
会
を
突
破
し
全
国
大
会
へ
駒

を
進
め
た
桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
の

皆
さ
ん

市
ま
か
べ
武
術
道
大
会
（
剣
道
の
部
）
の
団

体
の
部
、
個
人
の
部
で
輝
か
し
い
成
績
を
お

さ
め
た
大
和
剣
友
会
の
皆
さ
ん

　
水
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
高
円
宮

杯
第
63
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
県
大

会
」
で
、
岩い

わ

渕ぶ
ち

穂ほ

乃の

香か

さ
ん（
桜
川
中
学
３
年
生
）

が
第
３
位
、雨あ

ま

谷が
い

諒り
ょ
う

さ
ん（
岩
瀬
東
中
３
年
生
）
が

読
売
新
聞
社
水
戸
支
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
岩
渕
さ
ん
は
、「T

h
e P

ow
er O

f 

〝P

ぺe

〟（
茨
城

人
の
自
分
）」と
題
し
て
、方
言
〝
ぺ
〟
に
は
皆
の
心

を
一
つ
に
す
る
温
か
い
力
が
あ
る
と
紹
介
し
、
一

方
、
雨
谷
さ
ん
は
「T

h
e P

ow
er O

f L

ラ

フ

タ

ー

a
u
g
h
ter

（
笑
い
の
力
）」
と
題
し
て
、
被
災
地
か
ら
の
転
校

生
に
、
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
の
笑
い
の
素
晴
ら

し
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
な
が

ら
５
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
永え

い

剛ご
う

会か
い

本
部
道
場
（
平
沢
地
区
）
に
所
属
す
る

高た
か

橋は
し

悠は
る

伽か

さ
ん
（
岩
瀬
東
中
学
校
３
年
生
）
が
、

水
戸
市
の
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
49
回
茨

城
県
空
手
道
選
手
権
大
会
」
で
、
中
学
３
年
生
女

子
・
組
手
の
部
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
が
空
手
道
に
入
門
し
た
の
は
５
歳
の

時
。
今
ま
で
は
、
県
大
会
で
の
３
位
入
賞
が
最
高

位
で
し
た
。
し
か
し
、
中
学
３
年
生
の
現
在
、
受

験
勉
強
と
の
両
立
で
忙
し
い
中
、
稽
古
に
励
み
、

念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
「
高
校
に
進
学
し
て
か
ら
も
空
手

部
に
入
部
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。」と
、力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
い
ば
ら

き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
１
」
で
、
桜

川
市
か
ら
応
募
し
た
「
元
気
な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ

ボ
」
が
、
知
事
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
県
内
の
優
れ
た
デ
ザ

イ
ン
の
製
品
や
活
動
な
ど
を
選
定
し
、
県
内
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
茨
城
県
の
産
業
イ
メ
ー
ジ
や
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
よ
う
と
す
る
活
動
で
、
元
気

な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ
ボ
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
方

と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
障
害
者

の
方
の
自
立
や
作
品
作
り
の
意
欲
を
高
め
る
取
組

の
こ
と
で
、
そ
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
今
回
の
作

品
は
、
審
査
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
幸
手
市
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

「
第
６
回
関
東
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
」
で
、
桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
が
念
願

の
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
５
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
齋さ

い

藤と
う

叶か
な

汰た

・
平ひ

ら

田た

輝
ひ
か
る（

い
ず
れ
も
猿
田
小
学
校
）
ペ
ア
と
５
年
生

以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
小こ

池い
け

由ゆ

華か

（
猿
田
小
学

校
）・
景か

げ

山や
ま

紫し

帆ほ

（
羽
黒
小
学
校
）
ペ
ア
が
、
そ
れ

ぞ
れ
第
３
位
で
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
上
位
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
保ほ

坂さ
か

龍
り
ゅ
う

治じ

さ
ん
と
萩は

ぎ

原わ
ら

悠ゆ
う

稀き

さ
ん
（
い
ず
れ

も
羽
黒
小
学
校
６
年
生
）
が
全
国
大
会
の
男
子
団

体
に
選
抜
さ
れ
、両
名
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
桃
山
中
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回

桜
川
市
ま
か
べ
武
術
道
大
会
・
剣
道
大
会
」
で
、

大
和
剣
友
会
が
団
体
戦
小
学
生
の
部
３
連
覇
。
さ

ら
に
、
個
人
戦
小
学
生
・
中
高
学
年
の
部
（
個
人

戦
）
で
も
、多
く
の
上
位
入
賞
者
を
生
み
ま
し
た
。

　
同
剣
友
会
は
、
今
夏
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
全
国
大
会
に
も
出
場
す
る
な
ど
、
剣
道
の
目

的
で
あ
る
礼
を
重
ん
じ
た
健
康
な
体
づ
く
り
の
た

め
日
頃
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
主
将
の
安
田
さ
ん
は
、「
今
回
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
３
連
覇
を
達
成
で
き
た
こ
と
は
う
れ

し
い
で
す
。」
と
、
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
の
日
の
10
月
10
日
、
東
京
・
講
道
館
で
開

催
さ
れ
た
「
第
20
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
」

で
、
酒さ

か

井い

陸り
く

さ
ん
（
坂
戸
小
学
校
５
年
生
）
が
茨

城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
茨
城
県
チ
ー
ム
が
、

見
事
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
日
本
柔
道
整
復
師
会
が
主
催
し

て
い
る
も
の
で
、
全
国
か
ら
48
チ
ー
ム
が
出
場
し

５
人
１
チ
ー
ム
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
酒
井
さ
ん
は
現
在
、
筑
西
市
の
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
所
属
。
身
長
１
６
４
セ
ン
チ
・
体
重
84

キ
ロ
と
立
派
な
体
格
を
活
か
し
、
決
勝
戦
の
中
堅

戦
で
は
見
事
な
１
本
勝
ち
を
決
め
、
チ
ー
ム
の
準

優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

坂
戸
小
５
年
の
酒
井
さ
ん

全
国
柔
道
大
会
で
県
準
優
勝
に
貢
献

第
20
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
で
茨
城
県

の
準
優
勝
に
中
堅
と
し
て
貢
献
し
た
酒
井
陸

さ
ん
（
坂
戸
小
５
年
）
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岩
瀬
造
型
グ
ル
ー
プ
が

創
立
50
周
年
記
念
式
典

岩
瀬
造
型
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
、
記
念
式

典
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
連
合
会
の
萩
原
会
長
（
写
真
左
か

ら
３
番
目
）
と
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
中
田
市

長
（
写
真
右
か
ら
３
番
目
）
に
寄
付
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
瀬
造
型
グ
ル
ー
プ
（
細ほ

そ

谷や

豊
ゆ
た
か

会
長
）
は
、

今
年
で
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、

11
月
12
日
、
羽
黒
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
37
年
に
絵
画
や
写
真
だ

け
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
か
た
ち
あ
る
も
の
を
創
作
す

る
方
で
あ
れ
ば
共
に
手
を
携
え
、
文
化
の
発
展
に

寄
与
し
た
い
」
と
創
立
。
撮
影
会
や
展
示
会
な
ど

の
活
動
を
通
し
、現
在
31
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
の
栄
え
あ
る
50
周
年
を
契
機
に
、
更
な
る

会
員
相
互
の
親
睦
と
融
和
を
め
ざ
し
、
今
後

１
０
０
年
に
向
か
っ
て
続
け
て
い
け
れ
ば
」
と
、

細
谷
会
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩
瀬
わ
く
わ
く
連
合
会
か
ら

市
教
育
振
興
に
寄
付
金

　
桜
川
市
岩
瀬
わ
く
わ
く
連
合
会
（
萩は

ぎ

原わ
ら

廣
ひ
ろ
し

会

長
）
か
ら
、
市
の
教
育
振
興
に
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
10
月
に
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
で

行
わ
れ
た
「
第
28
回
わ
く
わ
く
連
合
会
発
表
会
」

で
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
に
参
加
し
た
会
員
の

方
か
ら
の
募
金
を
、
市
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

振
興
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
連
合
会
は
、
高
齢
者
の
文
化
芸
術
の
振
興
と

健
康
維
持
を
目
的
に
、
約
１
５
０
人
の
会
員
で
踊

り
・
合
唱
・
大
正
琴
な
ど
の
各
分
野
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
随

時
変
更
申
請
受
付
の
再
開農

林
課

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合

見
直
し
に
伴
い
休
止
し
て
い
ま
し
た

随
時
変
更
（
個
別
的
な
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
〔
農
振
農
用
地
除
外
〕）

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人
若
し
く
は
、
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
障
が
い
の

程
度
が
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
人

③
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職
務
の

遂
行
が
可
能
な
人

④
通
常
の
勤
務
時
間
（
週
38
時
間
45

分
、
１
日
７
時
間
45
分
）
に
対
応
で

き
る
人

⑤
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ
び

普
通
話
声
に
対
応
で
き
る
人

■
第
１
次
試
験
日
・
会
場
／
平
成
24

年
１
月
28
日
（
土
）、
岩
瀬
総
合
体

育
館
「
ラ
ス
カ
」

※
第
２
次
試
験
の
日
時
、
会
場
は
第

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
試
験
内
容

・�

第
１
次
試
験
　

【
一
級
建
築
士
】
専
門
試
験
、
事
務

適
性
検
査
、
職
場
適
応
性
検
査

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】
教
養
試
験

（
高
校
履
修
程
度
）、事
務
適
性
検
査
、

職
場
適
応
性
検
査

・
第
２
次
試
験
／
面
接
試
験
な
ど

■
申
込
用
紙
請
求
／
職
員
課
（
大
和

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
庁
舎
・

真
壁
庁
舎
）
で
請
求
で
き
ま
す
。
郵

便
で
の
請
求
は
、封
筒
の
表
に
「（
受

験
職
種
）
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
し
、
あ
て
先
を
明
記

し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
封
筒
）
を
同
封

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
手
続
／
受
験
申
込
用
紙
に
記

入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
（
書
留
）

■
受
付
期
間
／
12
月
１
日
（
木
）
～

28
日
（
水
）（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）、

９
時
～
17
時
、
消
印
有
効

■
問
合
せ
・
郵
送
先
／
職
員
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川
市
羽

田
１
０
２
３ 

☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

の
申
請
受
付
を
次
の
期
日
よ
り
再
開

し
ま
す
。

　
農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
な
ど
の

申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
受
付

締
切
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始
日
／
12
月
５
日
（
月
）

■
受
付
締
切
日
／
平
成
24
年
１
月
13

日
（
金
）

■
平
成
24
年
度
予
定
／
桜
川
市
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
変
更
申
請
書
の

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付

・�

第
１
回
目
（
６
月
開
催
分
）
／
平

成
24
年
４
月
30
日
（
月
）
締
切

・�

第
２
回
目
（
12
月
開
催
分
）
／
平

成
24
年
10
月
31
日
（
水
）
締
切

■
問
合
先
／
農
林
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

要
介
護
認
定
者
へ
の
税
法
上
の

障
害
者
控
除

介
護
長
寿
課

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

い
方
で
も
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
で
、
寝
た
き
り
・

認
知
症
な
ど
心
身
の
状
況
（
市
で
定

め
た
判
定
基
準
）
に
よ
り
障
害
者
に

準
ず
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
申

請
に
基
づ
き
市
が
発
行
す
る
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
に
よ
り
、

所
得
税
お
よ
び
地
方
税
法
上
の
障
害

者
控
除
の
対
象
者
と
し
て
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
手
続
き
／
印
鑑
、
申
請
者
の
運
転

免
許
証
ま
た
は
保
険
証
を
持
参
の
う

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
／
介
護
長
寿
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・
真
壁

庁
舎
）

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課 

介
護
認

定
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
２
３
３
４
）

市
職
員
募
集（
平
成
24
年
度
採
用
）

職
員
課

■
採
用
職
種
・
採
用
人
員

【
一
級
建
築
士
】
１
名
　

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】
若
干
名

■
職
務
内
容
／
本
庁
ま
た
は
出
先
機

関
で
一
般
事
務
従
事

■
受
験
資
格

【
一
級
建
築
士
】
一
級
建
築
士
の
資

格
を
有
す
る
人
で
昭
和
52
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

12月納期の
税・保険料

・・・・・

国民健康保険税　　６期

後期高齢者医療保険料　６期

介護保険料　　　　５期

納期限／12月 26日（月）

お
知
ら
せ

募
　
集

健
康
・
福
祉

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 12 月 19 日（月）

　9 時～12時・13時～16時

■�場所／市役所 岩瀬庁舎（岩

瀬 64-2）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※�次回／ 1 月 23 日（月） 

　�公民館  紫尾分館（真壁町

椎尾 3950 番地）

市長と語ろう！

「市民の日」 桜
川
市
の
放
射
線
量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

※屋外活動制限基準値の目安は
　1.0 マイクロシーベルト／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

11/7（晴） 0.129 0.113 0.112

11/14（曇） 0.120 0.108 0.112

11/21（晴） 0.114 0.111 0.100

選
挙
人
名
簿
登
載
の
資
格
要
件

　
名
簿
に
登
載
で
き
る
方
は
、
平
成

24
年
１
月
１
日
現
在
、
桜
川
市
内
に

住
所
を
有
し
、20
歳
以
上（
平
成
４
年

４
月
１
日
以
前
に
出
生
）で
、次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

①�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
経
営
主
の
方

②�

　

①
の
経
営
主
の
同
居
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

方
③�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
っ
て
、

年
間
お
お
む
ね
60
日
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
方

■
申
請
手
続

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
桜
川
市

に
住
所
の
あ
る
資
格
要
件
を
備
え
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
選

挙
資
格
を
審
査
し
た
う
え
で
作
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
、
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
中
旬
に
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
選
挙
人
資
格
を
有
す

る
方
で
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、１
月
６
日
（
金
）

ま
で
に
、
総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
大

和
庁
舎
）、農
業
委
員
会
事
務
局
（
真

壁
庁
舎
）
の
い
ず
れ
か
に
提
出
（
郵

送
も
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

区
長
・
生
産
組
合
長
な
ど
を
通
じ
て

提
出
さ
れ
る
地
区
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
ご
協
議
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■

問

合

せ
・

郵

送

先

／

農

業

委
員
会
事
務
局
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真
壁
町
飯
塚

９
１
１ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
１
８
１
）

来
年
は

　
農
業
委
員
会
委
員
改
選
の
年
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
登
載
申
請
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！



１
月
の
乳
幼
児
健
診
・
　

育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
20
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
１
月
17
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
21
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
１
月
20
日
（
金
）

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約１

月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・�

日
程
／
第
２
、３
、４
、５
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
１
月
16
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

１
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

１
月
１
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-
58-

５
０
５
８

１
月
２
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
23
・
１
月
生

・
日
程
／
１
月
23
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

真
壁
地
区
の
方

・�

対
象
／
Ｈ
22
・
４
月
、
５
月
、
６

月
生

・
日
程
／
１
月
25
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

１
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・�

日
程
／
１
月
12
日
（
木
）、
25
日

（
水
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

１
月
３
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・�

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９-

２
・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０

１
月
８
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

１
月
９
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

１
月
15
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
塚
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
97-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
８
５

１
月
22
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

１
月
29
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８
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１月分

Health guide
・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
太
り
し
て

ま
せ
ん
か
？

　
本
講
座
は
、
運
動
初
心
者
の
方
大

歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
24
年
1
月
18
日

（
水
）・
2
月
22
日
（
水
）
13
時
30
分

～
15
時

※
各
開
催
日
は
同
じ
内
容
と
な
り
ま

す
が
、
2
日
間
と
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

■
場
所
／
真
壁
体
育
館

■
持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
室

内
用
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
対
象
者
／
医
師
か
ら
運
動
を
と
め

ら
れ
て
い
な
い
概
ね
64
歳
ま
で
の
方

※
そ
の
他
の
年
齢
の
方
、
健
康
推
進

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
／
30
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

冬
に
流
行
す
る
感
染
症
は
・
・
・
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
通
常
11
月
～
12
月
に
流
行
し
始

め
、
１
月
～
２
月
に
流
行
の
ピ
ー
ク

を
示
し
ま
す
。
普
通
の
風
邪
と
異
な

り
38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
な
ど
を
示
す
急
性
疾
患
で
、
重
症

化
す
る
と
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
発
症

し
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と
に
よ

り
感
染
を
防
い
だ
り
、
感
染
し
て
も

軽
く
て
す
み
ま
す
。

感
染
性
胃
腸
炎

　
主
な
原
因
と
し
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
11
月
頃
か

ら
患
者
が
増
え
、
12
月
～
３
月
に
発

生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
嘔
吐
や
下
痢

な
ど
胃
腸
炎
症
状
を
起
こ
す
感
染
症

で
す
。

　
感
染
経
路
は
、
人
か
ら
人
へ
感
染

す
る
も
の
と
、
食
品
を
介
す
食
中
毒

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
起
こ
る
乳

幼
児
の
代
表
的
な
呼
吸
器
疾
患
で
、

多
く
の
子
供
が
感
染
し
ま
す
。

　
大
人
に
な
っ
て
も
再
感
染
を
繰
り

返
し
ま
す
が
、
小
さ
い
子
供
ほ
ど
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
重
症
化
し
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て

　
感
染
症
の
多
く
は
、
手
に
つ
い

た
病
原
菌
が
口
か
ら
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
て
い
ね
い

な
手
洗
い
こ
そ
が
、
感
染
症
予
防

の
基
本
と
い
え
ま
す
。

１ 

手
洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
外
出
先
か
ら
戻
っ
た
と
き
、
調

理
の
前
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の

後
な
ど
。

２ 

手
洗
い
の
方
法

　
時
計
や
指
輪
を
は
ず
し
、
石
け

ん
を
泡
立
て
、
指
や
手
の
ひ
ら
の

し
わ
の
間
も
指
を
立
て
こ
す
り
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。洗
っ
た
後
は
、

石
け
ん
分
が
な
く
な
る
ま
で
流
水

で
て
い
ね
い
に
洗
い
流
し
ま
し
ょ

う
。

３ 

手
ふ
き

　
各
自
専
用
の
タ
オ
ル
、
ま
た
は

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
タ
オ
ル
の
共
有
は
相
互

感
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
予
防
法

①�

外
出
先
か
ら
戻
っ
た
後
の
う
が
い

②
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

③�

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
十
分

な
睡
眠
に
よ
る
体
力
の
維
持

④
室
内
の
換
気
と
、
適
度
な
加
湿

⑤
外
出
時
の
マ
ス
ク

運転免許運転免許運転免許運転免許 18歳限定18歳限定 特別キャンペーン実施中特別キャンペーン実施中
学習力＆合格率ＵＰへ！

待ち時間に学校のパソコンで
携帯電話や自宅のパソコンで

◎いつでも
◎どこでも 24時間利用可能！

土、日ＯＫ、夜８時まで教習、送迎バスあり（無料）、ローンあり

お問い合わせ

公認 明野自動車学校 ホームページ　http://www.areaguide.jp/akenods/
（52）2811☎0296

★10月１日～12月28日までに入校された方に限り
特別料金で運転免許取得を応援！この機会にぜひ運転免許を
★10月１日～12月28日までに入校された方に限り
特別料金で運転免許取得を応援！この機会にぜひ運転免許を学科学習システム導入

萩原総合法律事務所
茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二

☎0296-48-8875

SATOHビル２階
下館駅南口

入口は南駐車場側となります
入口 パチンコ店

1F BIGFACE

Ｐ

法律相談  30分 5,250円～

『相続お済みですか？』『相続お済みですか？』

筑西市乙828-3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

～よりよい明日への

　　　　一歩を共に～

「
手
洗
い
」
と
「
う
が
い
」
で

感
染
症
を
予
防
し
よ
う
！

冬
の
感
染
症
対
策

　
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
始
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
感

染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
自
分
自
身
で
で
き
る
予
防
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
手
洗
い
」
と
「
う

が
い
」
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
は
、
多
く
の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
触
れ
た

手
を
介
し
て
感
染
が
拡
大
し
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
清
潔
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

　
要
介
護
状
態
に
応
じ
て
、
利
用
で

き
る
金
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。（
左
表
参
照
）

　
支
給
限
度
額
の
範
囲
内
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
と
き
の
利
用
者
の
負

担
は
１
割
で
す
が
、
上
限
を
超
え
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、
超

え
た
分
は
全
額
利
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

※
住
宅
改
修
・
福
祉
用
具
購
入
費
用

は
限
度
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

主
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

自
宅
で
利
用
す
る

◇
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

�
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
食
事
・
入

浴
・
排
泄
の
お
世
話
や
日
常
生
活
の

援
助
を
行
い
ま
す
。

◇
訪
問
看
護

　
看
護
師
が
、
療
養
上
の
世
話
や
診

療
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

施
設
に
通
っ
て
利
用
す
る

◇
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
食

事
や
入
浴
な
ど
の
介
護
や
機
能
訓
練

を
日
帰
り
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
ア
）

　
老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
な
ど

で
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
支
援
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
日
帰
り
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

施
設
に
短
期
間
宿
泊
す
る

◇
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）

　
施
設
に
短
期
間
入
所
し
て
、
食
事

や
入
浴
な
ど
の
介
護
や
機
能
訓
練
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

複
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

◇
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
通
所
、
訪
問
、
宿
泊
の
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
宅
の
環
境
を
整
え
る

◇
福
祉
用
具
貸
与

　
車
い
す
・
ベ
ッ
ド
・
歩
行
器
・
杖

な
ど
の
福
祉
用
具
を
レ
ン
タ
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
福
祉
用
具
購
入

　
腰
か
け
便
座
・
入
浴
補
助
用
具
な

ど
の
福
祉
用
具
を
指
定
業
者
か
ら
購

入
し
た
場
合
、
年
間
10
万
円

（
保
険
給
付
は
９
万
円
）
を
上
限
に

購
入
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
住
宅
改
修

　
段
差
の
解
消
・
手
す
り
の
取
り
付

け
な
ど
の
住
宅
改
修
に
対
し
て
、

20
万
円
（
保
険
給
付
は
18
万
円
）
を

上
限
に
住
宅
改
修
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
注
意
点

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
の
自
己
負
担

額
は
１
割
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
９
倍

の
額
が
保
険
料
と
公
費
か
ら
介
護
事

業
所
へ
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
か
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
定
期

的
に
見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
住
宅
改
修
費
・
福
祉
用
具

購
入
費
は
、
事
業
所
に
よ
っ
て
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、

な
る
べ
く
複
数
の
事
業
所
か
ら
見
積

り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

介
護
長
寿
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
東
日
本
大
震
災
で
自
宅
を
半
壊

以
上
り
災
し
た
方
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
・
介
護
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
３
６
）

介 護

保 険
vol.3

　
本
紙
８
月
号
か
ら
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

３
回
目
の
今
回
は
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

在
宅
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

要介護状態区分 １か月の支給限度額

要支援１ ４万９, ０００円

要支援２ １０万４, ０００円

要介護１ １６万５, ８００円

要介護２ １９万４, ８００円

要介護３ ２６万７, ５００円

要介護４ ３０万６, ０００円

要介護５ ３５万８, ３００円

在宅サービスの支給限度額

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（20）1111

12月14日（水）忘年杯レディースコンペ セルフ 10,000円
12月25日（日）クリスマス杯オープンコンペ セルフ 13,000円
料金には、朝・昼食代、税金、パーティー費、参加費を含みます

お一人様5,200円回り放題（昼食なし）
２（金）・５（月）・６（火）・9（金）・12（月）・13（火）・15（木）・16（金）・19（月）・20（火）
21（水）・22（木）・26（月）・27（火）28（水）

12月のセルフデー

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（22）4189

参加費 お一人様1,500円（税込）
12月29日（木）忘　年　杯

参加費 お一人様2,000円（税込）
12月21日（水）本間ゴルフカップ

参加費 お一人様1,500円（税込）
12月18日（日）月例オープン大会

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（23）1220

就職氷河期に、求人が10倍！歯科衛生士
体験入学 学校見学・受験相談は、

ご希望に合わせて実施します

12/17土 １/７土
平成24年
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企
画
課
市
民
協
働
推
進
室（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１

桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
内
）

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

vol.13

あ 
な 

た

　「
美
味
し
い
パ
ン
が
で
き
ま
し
た
」

そ
う
言
っ
て
ほ
ほ
笑
む
深ふ

か

谷や

み
さ
ほ

さ
ん
。
パ
ン
粉
は
桜
川
市
産
の
ユ
メ

シ
ホ
ウ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
ユ
メ
シ
ホ
ウ
は
、
パ
ン
用
小
麦
で

平
成
18
年
に
大
和
地
区
の
飯い

い

島じ
ま

正ま
さ

義よ
し

さ
ん
が
関
東
で
最
初
に
栽
培
し
ま
し

た
。
大
変
栽
培
し
や
す
く
、
ま
た
、

加
工
も
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
深
谷

さ
ん
た
ち
が
桜
川
市
の
特
産
品
に
育

て
よ
う
と
、
平
成
21
年
に
「
桜
川
市

新
規
作
物
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

ユ
メ
シ
ホ
ウ
の
加
工
を
手
が
け
て
き

ま
し
た
。

　
毎
週
土
曜
日
に
岩
瀬
地
区
で
開
か

れ
る
、ほ
ほ
え
み
市
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

全
員
が
研
究
会
に
所
属
し
、
食
パ
ン

な
ど
ユ
メ
シ
ホ
ウ
の
加
工
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
家
庭
用
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ

リ
ー
で
作
り
ま
し
た
。
美
味
し

い
か
ら
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
」
手
渡
さ
れ
た
パ
ン
は
も
ち

も
ち
と
し
た
食
感
が
あ
り
、
よ

き
香
り
が
パ
ン
の
味
を
い
っ
そ

う
美
味
し
く
引
き
立
て
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
、
の
ぼ
り
旗
や
エ
プ

ロ
ン
、
ユ
メ
シ
ホ
ウ
の
シ
ー
ル

を
作
り
、
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
始

　
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
む
中
で
も
、

適
齢
期
の
男
女
の
９
割
が
結
婚
を
望

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
結
婚
を
望

む
人
の
４
割
が
未
婚
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
人
の
幸
せ
と
親
の
幸
せ
を
見
つ

め
な
が
ら
、
幸
せ
な
結
婚
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
ご
家
族
の
方
は
必
見
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
21
日
（
水
）
14
時
～

16
時

■
場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
シ
ト
ラ
ス
」

■
演
題
／
「
結
婚
、
本
人
の
幸
せ
？

親
の
幸
せ
？
」

■
講
師
／
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
相
談
員

■
対
象
／
本
人
お
よ
び
ご
家
族

め
ま
し
た
。

　
市
内
や
近
隣
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
、
美
味
し
い
桜
川
市

産
の
ユ
メ
シ
ホ
ウ
を
広
め
て
い
る
そ

う
で
す
。
大
和
地
区
、
真
壁
地
区
の

会
員
も
各
直
売
所
で
販
売
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ユ
メ
シ
ホ
ウ
は
、
夢
が
四
方
に
広

が
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
紫
峰
（
筑

波
山
）
の
里
の
特
産
品
と
な
る
よ
う

願
い
、
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
飯
島
さ
ん
が
試
験
栽
培
し
て
か
ら

6
年
、
ユ
メ
シ
ホ
ウ
は
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
広
ま
り
始
め

ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
切
な
も

の
は
「
思
い
」
と
「
仲
間
」
で
す
。

皆
さ
ん
の
桜
川
市
の
特
産
品
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
が
実
を
結
ん
で
き

ま
し
た
。

ユ
メ
シ
ホ
ウ（
ゆ
め
紫
峰
）で
ま
ち
お
こ
し

 

― 

桜
川
市
新
規
作
物
研
究
会 

―

ユ
メ
シ
ホ
ウ
で
作
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
パ
ン

は
食
感
・
香
り
も
最
高
で
す
。

ユメシホウの加工品づくりに積極的に取り組んでいる
岩瀬地区ほほえみ市スタッフの皆さん

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

新
し
い
出
会
い
・
ス
テ
キ
な
出
会
い
を
お
手

伝
い
し
て
ま
す
。

結
婚
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》 

かこさとしの食べごと大発見（１～ 10巻）　加古　里子 絵／文

中学生までに読んでおきたい日本文学ふしぎな話　松田　哲夫 編

港町ヨコハマ　異人館の秘密　　　　　　山崎　洋子 著

もこ　もこもこ　　　　　　　　　　　　谷川俊太郎 作・元永定正 絵

《一般図書》

真夏の方程式　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾 著

生きる　　　　　　　　　　　　　　　　義家　弘介 著

お順　勝海舟の妹と五人の男　上・下　　諸田　玲子 著

ニッポンの嵐　　　　　　　　　　　　　嵐 著

【今月のお薦め本】

日本には尊徳がいた
二宮尊徳の教え
木村　壮次 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

知育絵本 いっしょにあそぼ！映画「怪物くん」　小学館 著

遠い町から来た話　　　　　　　　ショーダン 著　　岸本佐知子 翻訳

びっくり観察フィールド こびと大百科　 なばたとしたか 著

《一般図書》

スティーブ・ジョブズ　Ⅰ・Ⅱ　　　ウォルター・アイザックソン 著

はげましてはげまされて 93歳　正造じいちゃん 56年間まんが絵日記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹浪　正造 著

謎解きはディナーの後で　２　　　　　　東川　篤哉 著

プリズム　　　　　　　　　　　　　　　百田　尚樹 著

境遇　　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ 著

【今月のお薦め本】

スティーブ･ジョブズ　Ⅰ・Ⅱ
ウォルター・アイザックソン 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

市民の皆様の声を行政に反映するために、市長と
お話ししてみませんか。話題はなんでも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／9 時～12時・13時～ 16時
■場　所／市役所 岩瀬庁舎
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・75-3111 代表）

市長と話してみませんか？
～市民の日～

１２月１９日（月）

《児童ＤＶＤ》

・ちびまる子ちゃん　さくらももこ脚本集 －藤木のラブレター－ ほか

・はだしのゲン（１～３巻）

・しんかんせんだいすき！

・乗り物大好き！ハイビジョンNEW　てつどうスペシャル 100 ほか

・はじめましてトーマスシリーズ　トーマスとこうざんてつどうのなかまたち

・きな子　見習い警察犬の物語

《一般図書》

井上　靖 全集（全 28巻）

瀬戸内寂聴 全集（全 20巻）

水上　勉 全集（全 26巻）

宮尾登美子 全集（全 15巻）

津本　陽 全集（全 28巻）

【今月のお薦め本】

みんないきてる
みんなでいきてる！

エリック･カール 絵・くどうなおこ 詩

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
～
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
～
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

名
月
や
小
窓
を
明
け
て
夜
も
す
が
ら

鈴
木 

ふ
み
い

童
唄
ひ
と
目
ふ
た
目
と
毛
糸
編
む

古
橋 

益
子

引
出
の
帳
簿
見
直
す
年
の
暮

安
達 

幸
子

火
渡
り
の
文
化
を
継つ

承な

ぐ
冬
至
祭

岩
渕 

の
ぶ
子

笑
ひ
初
む
嬰
に
癒
さ
る
る
鵙
日
和

田
中 

は
つ
い

道
標
は
旧
村
の
ま
ま
芒
原

皆
川 

和
子

打
ち
合
は
せ
済
み
し
お
で
ん
の
鍋
か
こ
む

田
代 

て
い
子

子
に
思
い
ひ
た
す
ら
勤
労
感
謝
の
日

鈴
木 

登
美
子

冬
日
濃
し
ふ
と
ん
の
ぬ
く
み
心
満
つ

代
田 

と
し

ち
ら
ほ
ら
と
咲
く
が
美
し
帰
り
花

鈴
木 

つ
ぎ

【
一
般
投
稿
】

朝
日
よ
り
夕
日
親
し
く
吊
し
柿

木
下 

善
信

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

な
に
ご
と
も
な
か
つ
た
や
う
な
し
づ
か
な
る
陽
ざ

し
に
む
き
て
鎖
す
窓
窓
　
　
　
　
　 

塚
田 

沙
玲

中
秋
の
光
辿
り
て
こ
の
水
惑
星
に
齢
六
十
恙
無
く

生
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
久
保 

ま
さ
子

未
曾
有
な
る
二
千
十
一
大
地
震
を
日
記
に
記
す
三

月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

櫻
井 

ハ
ル
子

大お

ほ

な

ゐ

地
震
に
心
裂
け
た
る
空
白
く
日
輪
の
光か

げ

を
両
手

に
掬
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塩
谷 

明
子

健
気
な
る
被
災
の
人
の
言
の
葉
に
胸
に
突
き
あ
ぐ

熱
き
か
た
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

と
み

大
正
の
叔
父
の
肖
像
モ
ノ
ク
ロ
に
　
今
や
カ
メ
ラ

は
世
界
を
写
す
　
　
　
　
　
　
　
　 

塚
本 

幸
子

蔵
は
み
な
大
地
震
に
耐
え
堂
堂
と
た
だ
そ
れ
だ
け

で
頑
張
る
　
わ
た
し
　
　
　
　
　
　 

西
岡 

和
子

融
解
だ
、
い
や
溶
解
だ
マ
ス
コ
ミ
は
密
に
群
が
る

真
夜
の
昆
虫
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
野
村 

幸
男

校
庭
に
声
あ
げ
走
る
子
ら
の
背
を
セ
シ
ウ
ム
ヨ
ウ

素
突
き
抜
け
て
い
く
　
　
　
　
　
　 

深
谷 
快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

半
壊
の
母
屋
を
離
れ
此
の
秋
は
か
た
へ
の
虫
の
音

聞
き
て
過
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

に
ち
子

震
災
は
東
に
西
は
台
風
と
分
け
た
災
害
神
か
現
象

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

飯
田 

良
江

気
が
か
り
の
仕
事
な
し
終
へ
歩
む
庭
白
々
と
咲
く

夕
顔
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

古
賀 

澄

歩
き
方
悪
し
き
が
靴
の
内
側
の
磨
り
減
り
し
数
多

下
駄
箱
の
中
　
　
　
　
　
　
　 

大
久
保 

富
美
江

大
鋸
屑
を
重
機
の
ご
と
く
押
し
上
げ
て
眠
り
に
入

り
ぬ
雄
カ
ブ
ト
虫
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉 

三
郎

あ
ま
り
に
も
厳
し
き
残
暑
に
学
校
の
屋
内
に
て
の

運
動
会
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
田 

し
げ
の

風
評
の
愁
ひ
も
薄
れ
村
中
の
稲
田
は
急
に
刈
り
入

れ
始
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

萩
原 

き
し
の

朝
の
雨
に
湿
り
て
町
の
屋
根
瓦
み
な
冷
え
び
え
と

秋
め
く
光
り
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

美
津
子

ト
ン
ネ
ル
を
出
づ
れ
ば
我
が
郷さ

と

桜
川
黄
金
波
打
つ

稲
田
広
ご
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

片
岡 

喜
知
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

夫
の
手
を
借
り
ず
紫
蘇
扱
く
夕
つ
方
秋
風
立
ち
て

法
師
蝉
啼
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

悦
子

手
を
と
り
て
語
り
合
ひ
つ
つ
歩
む
老
い
紅
葉
を
う

つ
す
鬼
怒
の
清
流
　
　
　
　
　
　 

安
達 

す
み
子

姑
あ
ら
ば
共
に
食
さ
む
香
る
菊
手
折
り
て
今
朝
も

供
ふ
仏
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

節
子

曼
珠
沙
華
真
つ
赤
に
燃
ゆ
る
山
裾
の
夏
草
わ
け
て

秋
風
の
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

角
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玉
枝

稲
刈
り
し
峡
田
の
畔
に
陽
を
集
め
炎
立
つ
が
に
曼

珠
沙
華
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　 

坪
井 

ゆ
き
子

刈
り
入
れ
を
終
へ
し
田
ん
圃
の
傍
へ
に
は
秋
風
に

揺
る
る
コ
ス
モ
ス
の
花
　
　
　
　 

長
谷
川 

玲
子

病
院
の
渡
り
廊
下
に
迎
へ
待
つ
雨
は
し
と
ど
に
心

ゆ
れ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
川 

喜
代



環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
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広報 No.149 12 月１日発行 　11月３日、桜川市総合運動公園で、桜川市民祭 in い

わせの恒例イベント「世界みかげ石引き選手権大会」が

開催されました。市内外から集まった 38組の力自慢の

選手たちは、優勝めざし三位一体の 25ｍタイムトライ

アルレースを展開しました。今年は、震災復興をテーマ

に実施したことから羽黒石材商工業協同組合より優勝

チームへ石彫のトロフィーが贈られました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
や
ん
ち
ゃ
だ
け
ど
両
手
を
出

し
て
だ
っ
こ
を
ね
だ
る
姿
に
い

つ
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
愛
情
を
も
ら
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
す
く
す
く
育
っ
て
く

だ
さ
い
。

パ
パ
・
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　
我
が
家
の
に
ぎ
や
か
３
人

組
。
姉
弟
仲
よ
く
元
気
い
っ
ぱ

い
大
き
く
な
ぁ
れ
。

大お
お

和わ

田だ 

結ゆ

葵あ

ち
ゃ
ん

 

平
成
22
年
７
月
31
日
生

（
岩
瀬
地
区
）

塙
は
な
わ 

ひ
な
た
ち
ゃ
ん（
写
真
中
央
）

 

平
成
19
年
５
月
８
日
生

塙
は
な
わ 

千ち

明あ
き

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
23
年
６
月
21
日
生

（
岩
瀬
地
区
）

　
10
月
16
日
、
古
河
市
中
央
運
動

公
園
で
「
第
62
回
茨
城
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
　
県
西
地
区
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
西
の
10
市
町
か

ら
12
の
消
防
団
が
参
加
し
、
操
法

ポ
ン
プ
操
作
の
所
要
時
間
や
行
動
・

動
作
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
桜
川
市
か
ら
は
、
第
19
分
団
の

小こ

林
ば
や
し

源よ
し

洋ひ
ろ

さ
ん
（
指
揮
者
）、
第

20
分
団
の
安や

す

田だ

哲て
つ

也や

さ
ん
（
１

番
員
）、
第
22
分
団
の
長な

が

島し
ま

剛つ
よ
し

さ

ん
（
２
番
員
）、
第
19
分
団
の
成な

り

田た

省
し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
３
番
員
）、
第

21
分
団
の
廣ひ

ろ

瀬せ

敦あ
つ

士し

さ
ん
（
４
番

員
）、
第
21
分
団
の
金か

な

敷し
き

太ひ
ろ

昭あ
き

さ

ん
（
補
助
員
）
が
代
表
選
手
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
並
び
に
分
団
員
の
皆
さ
ん

は
、７
月
上
旬
か
ら
３
か
月
の
間
、

桜
川
消
防
署
の
方
々
の
熱
心
な
指

導
を
受
け
、
厳
し
い
鍛
錬
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
そ
の
鍛

え
あ
げ
た
操
作
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
見
事
に
第
４
位
入
賞
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
日
夜
活
動
さ
れ
て

い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

塙
は
な
わ 

な
な
み
ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
17
年
５
月
31
日
生

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
ホ
ー
ス
の
延
長

操
作
に
臨
む
選
手
の
皆
さ
ん
は
緊
迫
感
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

競技前、真剣な表情でスタート
ラインに整列した桜川市消防団
選手の皆さん

桜
川
市
消
防
団

第
４
位
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
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